
う従来の方法に比べ，前後の機関車の協調がより完全に行なわ

れる 。 (大河原 昌二)

じゅたくしせつみかえりかんじよう 受託施段見返勘

定 この勘定は， 固定資産中の受託施設に対応する対照勘定

である。

対照勘定 とは，終局的には企業になんらの経済的影響を与え

る ものではなレが， 一時的にその企業の財政状自主に影響を及ほ

すよ う な重要な事実関係を明確にするためとか，または，ある

事実についての備忘等の目的から貸借対照表の借方，貸方双方

に対立的に設けられる 2 個の勘定で あ っ て ， この勘定は常に同

一金額で同時に発生し，また同時に消滅するもので ， -- )j的に

単独では存在 しえなし、勘定である。

専用面IJ線等部外者の Y'Ufl で建設した施設て'あって ， 本来国鉄

の施設ではないが， その ものの使用上の問題や運転保安上の問

題等に よ り ，国鉄の施設として取 り 扱 う も のについては，それ

らの ものが用途廃止されたときは返泌する ことを条件として ，

一応寄付を受けること になってい る。 これ ら の施設はたとえ国

鉄の所有とな って も，他の本来の幽鉄の施設とは別個に整理す

る必要があ る。

助定科 目 の受，i(施設にA 上されている ものがこ れである。

受託施設は， lìíJ述のよ うに寄付を受けたと きは ， 国鉄財政の

l刊 と して貸伯対!別表の f品ブJに計上されるが，終向的には返i立 さ

れる ものであ る ヵ、 ら総所上なんらの店長鮮 を及ぼすも ので はな L 、。

そ こ で，こ の対照似J定 と して，返送義務を示す負債比/1}Ëてrあ

る受託施設見返似'IÆが設け られているので あ る 。

会計処理 と しては，受託施設の寄付を受けたときは， その金

傾を借方の受託施E没に計 上すると同時に， 同書目を貸方の受託施

設見返勘定に，';j上す る 。

また同施設が川途を廃止されて返j泣されたときは， その金傾

を受託施設から削除すると 同時に ， liiJ傾の受託施設見返勘定を

削除するのである。(小野間 t!!J) 

じゅたくじむてすうりょう 受託事務手数料 貨物の

受託事務は， 駅の (，f:此が行なうのが}JítHI J てーあるが， 直営作業の

合理化および鉄道輸送の質的向上をはかるため，その - - msを ÌI主

連事業者に請け負わせてお り ， これに対 し て問鉄が支払 う 請 í'l

料金を受託事務手数料 と し 、 う。

現在， 通運1rXitrに請け í'lわせて い る受託事務は小口銀貨物

および大形コンテナによ る小口扱貨物について行なっており ，

その範開は次のとおり である。

1 小口扱貨物

(1) 受託監査

(2) ひょ う 銑，発fl駅選定， 運賃計算等の事務

(3) 通知書の作成および処理

(4) 荷票 ・ 荷札等の作成およびくく り 付け

(5) 運賃 ・料金等の収受

(6) 前各号に付格する事務または作業

2 コ :γ テナ

(1) 受託監査

(2) 運賃の算出お よび収受

(3) 通知書の作成およ び処理

(4) コンテナ術裂の作成および，そ う 入

(5) 前各号に付帯する事務およ び作業 (高橋公民1\ )

じゅたくせい 受託金 国鉄以外から国鉄養成機関に入

学して勉学する者をいい ， 国鉄としては無制限に入'学を/r-可す

るわけにいかなレので，次のよう に規定している。

学長または支社長は， 教育上支障がないと認めるときは， 1主

しゆっむひょ

成機関に部外の交通関係業務に従事する者を，受託生として入

学させることができる。

受講料は月額 1 ， 500 門( 1 箇月に満たない場合は 1 箇月 とす

る)，教材費 ・ 実験実習費等i主突資とし ， その都度所要額を徴収

する。 2翼賛(食費を除く)は， 月額 600 円 (l 箇月に満たない場

合は 1 箇月とする)。

以上の費用は全額を前納させることとしてお り ，納入確認の

うえ入学させる。ただし実験実習費については，状況によって

後納しで も よ いことになっている。(大原五郎)

しゆ っ くてんけん 出区点検 機関車 ・ 気動車および電

車(これらを一括して動力車と呼んでいる。)が，所定の列車に

充当されて機関区 ・ 気動車区 ・ 電車区等を出てゆくことを出区

とし 北 、この出区に先だって動力車を運転す る乗務員が行な

う車両の検査を出区点検と称している。動力車の使用の前後ま

たは使用中に行なわれる検査には， 検査基準規程に定められた

運転検査および仕業検査があるが，これは， 機関車検査掛， 気

動車検査掛，電車検査併と L 、う車両の検査専門の職員が行なう

ものである。出区点検は，動力車乗務員が主として運転のため

の準備がてd き てレ るか ど うかを健かめるために行な う もので，

所要時間も短 く ， 内容も簡単な ものである。お もな点検箇所に

は， と う 載別品， 石炭 ・ 水 ・ 泊 ・ 砂の積載の有無，蒸気機関車

のかん({l，)圧力 ， かん水の確認，火床の状態等がある 。

(佐々木康登)

しゆっむひょう 出務表 職員の日々の勤務を記録 し整

理する帳ボのこと をLづ 。労務の挺供に対して賃金が支払われ

るので，労働基準法では，賃金台帳に賃金計算の基礎となる事

項等を記録することを法定 しているが， 国鉄の場合， 出務表が

賃金台帳の役割を有している。出務表によ っ て日々の勤務の記

録を整理するわけであるが，出務表に関係する帳表としτ欠勤

簿 ・ 超過勤務等盤理簿 ・ 年次有給休暇表 ・ 不承認年次有給休暇

整思表 ・ tH務証明書 ・ 出猿命令簿等があり，このよ うな勤務に

閃す る帳表の取依L 、は ， 出務表等l反扱手続に定め られている。

iJil欽の勤務条件に関しては，勤務および休暇規程に定められ

てお り ，各業務機関ではそれに基づいて勤務J-J 闘が立てられる。

こ の勤務計画に よ って，日々 の勤務が行なわれてし、 く が， 各人

の Ii々 の勤務あるいは休暇等の確認が必要 となってく る。この

確認を出務表で行危うのであ る 。 また出務表では勤務の認証と

とも に勤務の整照を行な う。そして月間の勤務の義理を行なう

と，労働日数 ・ 労働時間数 ・ 休日労働時間数 ・ 1 週平均勤務l時

間 ・ 超過勤務時間 ・ 夜勤時間等が確定されて，賃金計算の基鍵

となるので";f， る。 出務楽にこれらの事項を記入する こ とになっ

ており ， この意味で賃金台帳の性絡を帯びてい る 。 なお ， こ の

出務表 様式第 1 号
"第 2 号

:付ブlHJ111l三盟関
説 16十

(以下略)

百'li 考 l 第 l 号傑式は， 10名連記 と する.

2 第 2 号様式は， 6 名速記とす る.
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